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プ.
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^
ク
ヴ
ィ
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氏
は
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や
ル
：シ
'.ン
グ
フ
ず
ル
メ
ス
汰
學
講
师
で
あ
-'
0
て
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.
',.
:こ
_

に
；
紹

介

せ

：
ん

^
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1
9
3-c
h
v の
1
1著
が
あ
る
0 
こ
れ
等
の
書
名 

'を
|
瞥
す
る
とr

.-.-

ミ
.ッ
グ
ヴ
ィ

ッ
ッ
，氏
の
研
究
は1:

口

：
ォ
マ
，
帝

政

後

期

'
か

ら

中

^

へ
、

更:|
2
:
.
:
近

世

節

期

へ

：
辑

、
.
時

代

を

&
つ
て
«
め
ら 

tv
t;
か
に
も
思
か
れ
る
が
、
然
し
已
の
頃
で
は
文
舊
に
戾
つ

)

て
、

W
O
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^
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H
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3
2

•
と
題 

ず
る
論
文
を
發
表
さ̂

て̂
办
る
？
氏
が(

ロ 

>
す
經
濟
史
家
グ
ム
メル
ス
門
下
で
あ
^
か
ら
に
は
、、
こ
れ
は
當
然
の
名
と
て
あ
ち
う

o.

...「紀
元
四
世
於
ロ
^

マ
帝
亂
.の
貨
幣
と
：經
濟」

な
る
著
鼙
^

嘗
.て
透
村
欣
^
~:
^

、

こ
の
書
ぬ
對
し
へ
て
咚
-
ィ
へ
ル
ハ
ィ
ろ

.,
S  ̂

^

',
ろ

々
.

-

\
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叫
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ミ
^
タ
グ
ィ
ッ
■ッ〔

十
六
世
紹
レ
め
ダ-^
の
‘
賢

易

い

3
1
.四

2

六
^

0
ゴ
：
'

ら
れ
'て
れ
る
c
N
r

f, 

d
'
g
e
s
a
m
v
s
t
a
a
t
s
w
i
s
s
.

V0
.
4
0
O
-
次
の
ブ
ゾ
シ
フ
ト
ひ
カ
ル
テ
ル
的
役
割

」

土
い
ふ
著
述
キ
■ケ》

フ
；
ヤ
を
も 

つ
で
カ
ルa

ブ
ル
と
看
做
し
、
共
同
的
规
制
に
ょ.つ
て
高
價
格
を
維
持
す
る
こ.と
が
そ
.
0
,課
題
で
.あ
つ
た
;'
4
ぃ

そ
.こ
の
目
的
達
成
0
た 

め
に
は
、
或
る
手M

B
部1

2

の
八
土
手’

R

業
若
◎
結
合
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
が
謂
ゆ
る
、ツ
ン
フ
'>
强
制
を
生
•ぜ
し
め
た
の
で
あ
つ•た

と
.
 

見

る
.0
1#
つ
て
;-
>
>
.
ミ
ッ
ク
，ヴ
ィ

7
ソ
戌
は
*
.
.
ツ
シ
-
7
,
>
成
立
は
手

.
1業

者

の

經

濟

的

，
動

機

に

邀

く

も

.の
^
す
‘る
フ
ォ
シ
,
ベ

ボ

オis
:

« 

加
梭
ず
る
こ
と
に
か
る
。.こ
の
書
は
公
刊
以
來
、
歐
洲.で
は
^
々
と
批
判
が
■加
へ
ら
れ
.

E

ゐ
^
や
ぅ
で
於
る
”
そ
の
‘中
で
最
及
岭
^
ル 

ウ
ノ 
•

ク

ス
ケ
敎
授
の
箐
評
の
如
き
は

(
w
e

育s
s
c
h
a
f
t
l

.nhes 

A
r
s
i
v
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4.V
O

, 3
0、
ナ
チ
ス
的
.便
界
觀
の
吒
1
し
た
'も
9
;と
1>
.
$
 

輿
味
深
く
讀
ま
れ
る
。.

亂̂
：の
故
か
い
我
が
國
で
本
書
が
紹
介
さ
れ
た
ヒ
^
を
^'
へ；-- 

.

て
、
こ
こ
.に
紹
价
^
よ
ぅ
_

る
「

レ
ヴ
ァ
ル
の
商
業
帳
簿
硏
究

1

S:
ハ
：世
紀
前
#:Q.X:

が
ト
海
貿
易
技
術
考」

ふ

い

ふ

擊
 

は
、
ニ
篇
ょ
り
成
る“
即
ち
第
ー
編
^

^
丨
ー
^
七
^

に
ぉ
如
^̂
^

1

一
三
八
頁

)

は
、
.
'乙.の
レ
グ
ァ
；ル
質
易
の
經
營̂
至
組
織
；$
特
辣
的
硏
免
に
充
て
ら
れ.て

ゐ

今
.
.
.
こ
':0
中
前
者
の
部
分
は、
*

シ

'-.
載
の
.拙
稿
，

「

商
業
蕾
時
代
の
猶
逸C

シ
：ザ
：

'-
1
-
に
：お
^

と

.

こ

に
重
ね
て
採
り
上
げ
る
こ
と
を
«

け
る
。
ミ

ッ
，ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
氏
'は
> 

謂

ゆ

る

：比

較

硏

究
' ^

好
ん
で
爲
さ
れ
る
»

で
あ
る
が
*
本
書
に 

/

.

-お
_い
て
1>
'
、
十
六
世
紀
レ
ダ
.ァ
ル
の
貿
渴
を
，
十
2
1
-、.
.五

: #

顧
の
微
逸
.
.:
'
*
'十

1
、

.

ニ
.世
紀
の
伊
太
利
の
そ
れ
層
と
對
比
し
.て
f

進
め 

.
て
ゐ
'る
0

當
時
レ
.ヴ
：て
ル
0

貿
易
商
^

ー9
,
フ
.ラ
：ン
汽
0 ,
^

■
を
從
屬
せ
し
め
て
行0'
:
灰
過
程
.に
は
興
味
深
い
も0
:が
あ
:̂
:3
4
'戴

：ヤ
編
ね
_

に
汍
ロ
 

穴O

纸
に
紇
£

_

要
商
品
の
.
' 

價
楮
雙
動
が
11
表
に
ょ
つ
.
て
'余
さ
外
て
ゐ
る
が
、
物
價
典
の
：砰
究.が
各
方
面
か
ら
進
め.ら
れ
考
ゐ
る
當
今
に̂.
て
、
：こ
れ
は
經
濟
史

- 

.擧
界
へ
の
：價
値
あ
る5

與
た
冬
を
失
は
な4

0

-.
バ

ノ

'ン^

.
,..
:
.

.
:

私
が
本
稿
に
お
^
て
紹
介
し
.た
'

5

點
は
、
.本

書

第

：
一
.

一

編
：に
お
け
る
質
易
組
織
で
，

あ
：.

る
o
:
:
^

:

' 

V

史
硏
究
上
、
眷

す

べ

爸
..
?
)
.の
で
办
.る
か
に
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ.る
。
素
々
パ
.ン
:̂
-
領
域
把
お
^
て
會
社
制
度
が
發
達
し
た
の
は>

‘

,こ
れ
が
遠
傭
地
«
易
上
め
危
#

^
分
紙
し
、
：
更
.に
遠
隔
地
の
市
場
事
情
の
.不
明

忙

基

く

取
-»
|
1上
-0
!
不
利
を
齔
少
す
.る
手
段
4

し

て

好

適

•
 

:の
:1
>
の
，で
.あ
0.
^

か
ら
に
外
な
名
な
い0
御
ち
前
者
の
要
求
に
應
ず
る
も
の4
ん
て
は
ヤ
船
舶
共
有
組
合.€
>
划
き」

時
的
組
合
、
或
は 

.

.
'合
名
會
社
に
類
す
る
永
續
的
會
社
が
設
立
さ
れ
る
'.
0
:叉
後
者
0
.た
め
迄
最
も
#;
乂
疗
は
れ
龙
形
_

は
、
，
相
宠
购
な
代
理
販
寶
の
組
合
ヤ 

'
. 

あ

る
-:
0
殊
に
バ
へ
>
ト
海
貿
易
は
-.
>
:大
體
東
西
滴
業
路
線
上
に
节
拟
れ
た
が
放
に
、ハ
ネ
の
極
點
：

(

例
へ

在
る
商
人
は
ネ
互
に
夫
タ
の
經
營
組
織
を
兔
ク
て
相
補
ふ
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
つ
^
。

''
''
'.

,
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,

と
こ
ろ
で
ミ
ッ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
氏
が
、

'
未
だ
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
つ
た
レ
ヴ
ァ
ル
の
文
書
館
所
蔵
の
資
料

(

主
と
し
て
商
業
帳
簿•

'

'商
業
書
簡)

.吃
基
：_
て
'
十

穴

世

：
紀

：
の

<
:
:
ン
.ザ
；领
域
め
遠
隔
她_
 

,

 

,

大
要
次
の
如
く
で
あ
る
。
先
づ
會
社
は
、
旣
存
の
代
理
販
寶
關
係
に
基
い
て
成
立
す
る
こ
と
が
多
い

.の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
多
く
會 

社
結
成
契
約
を
結
ぶ
も
の
の
、
そ
の
文
面
は
極
め
て
簡
犟
な
も
の
で
あ
つ
て
、
こ

.れ
か
ら
は
、
經
營
組
織
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
殆
ど 

'
出
來
な
い
。
即
ち
そ
の
契
約
書
に
規
定
さ
れ
る
ど
こ
ろ
は
、
當
事
者
相
互
の
取
引
範
圍
、
投
資
額
、
餞
初
投
資
さ
.る
べ
唐
場
所
等
が
列 

擧
さ
れ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
り
、
時
に
こ
れ
に
他
の
特
宠
條
項
が
添
加
さ
れ
て
ゐ
る
，こ
と
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い

.，o
し
か
龙
取
引
範
圍
の
如 

き
も
、i

m

 W
e
s
t
e
u
;

 

ip Reyal, 

D
o
r
p
a
t

 

u
n
d

 

N-P
3

a
の
如
く
漠
然
た
る
記
載
が
常
で.あ
つ
た
。
從
つ
て
、
か
か
：る
契
約
は1當
事 

へ
:

':
:考
©
取

引

.
規

範

と

し

ズ

は

殆

^

意

義

：
を

有

じ

得

歎

^ -

タ
«

が
.に

會̂

«̂

の
：
場

_

或

せ

當

溥

者

が

^

'1
!
:
'し
§

舍
の
盤
理̂

際

.1
>
て
、
.

.

役
*:
'
つ
の
み
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
、
饼
太
利
や
南
獨
逸
に
お
け
る
會
社
契
約
と
金
く
趣
を
異
に
、す
る
點
で
あ
る

'0
の
み
な 

,

,ら
ず
バ
ル
ト
海
地
域
に
お
い
：
て
は
、
右
の
如
含
契
約
さ
へ
も
觖
く
こ
.̂
杳
り
ノ
斯
く
て
.こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
契
約
形
式
の
如
き
は
問

-

.ミ
ツ
.ク
ヴ
ィ
ッ
.ッ「

汁
六
世
舶
レ
ヴ
ァ
ル
.の
，質
易』 

_
l
l
>
-£
. 

c

一
六
五I)
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3
ジ
タ
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六
世
紹
レ
，ヴ
デ
，ル
の
貲
易
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】

ソ
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ハ
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題
に
し
な
，か
つ
た
と
さ
へ
も
い
ひ
得
よ
う
。

(

尙

こ

の

點

.
に

づ

い

て

*
十
五
、
六
世
紀
の 
一
.
，

|

ゥ
ル
ン
べ
，
ル
ク
商
人
と
リ
ュ
.ベ
ッ
ク
商
人 

と
の
取
引
.に
お
い
て
,
必
ず
し
も
會
社
契
約
締
結
を
必
要
と
し.な
か
つ
た
旨
が
、
旣
に
ノ
ル
ド
.マ
ン
氏
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
こ 

^
を
麇
き
添
べ
て
置
く0
0
1
8
3 

1
^
0

泛
|
§
, 

N
i
i
m
b
e
s
e
r
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p:n
d
k
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 s
p
a
t
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尙
ミ
，ッ
ク
ヴ
ィ
ッ
ッ
氏
の
調
莶
に
よ
れ
ば
、
會
此
結
成
當
事
者
の
拂
込
額
は
、
多
く
等
額
で
あ
つ
た
と

.
5ふ
0
,こ
P
場
合
、
：利
潤
分
配 

の
訐
算
比
至
つ
て
簡
單
で
あ
る
タ
勿
論
こ
れ
以
外
-の
割
合
に
よ
る
投
資
も
存
七
た
。
然
し
そ
の
總

g

は
決
し
'て
大
な
.る
も
办
で
は
な
.か 

っ
た
。
こ
れ
は
レ
ヴ
ァ
ル
の
貿
易
商
の
富
力
そ
の
も
の
に
原
因
が
見
出
さ
れ
よ
う
。
ミ
ッ
：ク

.ヴ
ィ
ッ
ッ
氏
.の
說
く
と
.こ
ろ
忆
よ
1
ぼ
*

レ
ヴ
ァ
ル
の
商
人
は
自
己
資
本
を
以
て
取
引
し
、
.そ
れ
枕
少
額
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と.が
常
で
，あ
'
 
又
彼
等
‘

Q

資

產

程

度

は

*
中

位

に 

止

：
ま

つ

て

.

ゐ
た
.の
で
あ
-る
'0
. 

•
;

ミ
ッ
■ク
ヴ
U

ッ
ッ
氏
が
、
こ
の
會
社
契
約
に
っ
い.て
特
.

y

指
摘
さ
れ
，て
ゐ
る
點
は
、
會
社
の
商
號
を
缺
く
こ
と

(

伹
し
商
標
は
あ
る)

、
. 

會
社
所
往
地
序
世
氧
、
帳
簿
等
に
つ
い
て
記
載
が
な
い
こ
と
で
あ
る

o.

■&
れ
等
を
缺
い
た
の
は
、
孰

ft
も

存

し
な

か

つ

た

か

ら

.で

あ

る 

と
氏
は
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
要
す
る
に
會
社
と
稱
し
て
も
、
尙
そ
れ
湫
銃
.的
な
組
織
乃
至
企
業
に
は
な
り
き
っ
て.ゐ

な

.
か

つ

た

の

で 

あ
る
。
即
ち
レ
ヴ.ァ
ル
§
商
人
に
と
つ
て
は
、
取
引
の
相
手
が
何
某
自
身
で
あ
ら
う
と
、
又
は
或
る
會
社
の
代
表
胬
と
し
て
の
何
甘
木
で 

あ
る
士
：變
り
は
な‘か
.つ
た
か
ら
で
あ
り
、
從
っ
て
レ
ヴ
ァ
ル
の
商
業
帳
簿
に
，偾
權
者
又
は
債
務
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
ゐ
名
の
は
、
會 

、社
：で
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く

個
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商
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め
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あ
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猓
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濺
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；
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梂
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縱
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に
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ず
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簿
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又
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ぁ
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れ
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ず
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仲
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あ
り
9
甚
上
含
は
--
決
算
の
完
_

に
+
 

丄
ハ
年
.の

歲

丹

-.
5
:
か
け
た
.も
め
本
.あ
0
.た
0 
ニ
',

：
:
:
v

r

.

:

.

V

'
/
'
;'
s
 

.•

.'■
^

^

續
现
限
忆
づ
い
て
は
卞
前
記
ぬ
如
く
會
社
形
成
が
危
險
相
殺
^
.
^

マ4

七
、.(

相
當
長
べ
繼
績
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.十
六
世
紀
に
<
ン
ザ
領
域
に
普
及
し
た
會
社
形
態
で
あ:-
6

た
。
然
る
に
南
歐
‘に

お

い

て

は

、
十
三‘世
紀
の
シ
エ
ナ
に
見
出
さ
れ
るt
 

に
、
こ
れ
，と
類
似
の
會
社
は
存
し
な
か
つ
た
。
こ
の
所
以
を
、
氏
は
南
歐
の

'
貿
易
が
諸
方
面
に
、
謂
は
，ば
放
射
的
に
行
は
れ
た
こ
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衆
め
る
。
即
ち
.こ
れ
に
あ
つ
弋
巧
沖
央
の
本
據
か
ら.の
統
一
的
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輝
も
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ら
ば
交
店
も
多
く
設
置
せ
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ば
な
ら
な
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.
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如
き
形
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を
以
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し
て
は
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こ
の
要
求
に
應
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ら
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な
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と
れ
に
反
し
て
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領
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貿
易
は
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對
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シ
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を
除
い
て
大
體
東
西
兩
歐
連
絡
商
業
路
上
に
、
宅
撕
物
は
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方
へ
、
宅
皮
は
常
に
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方
へ
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ら
れ
る
と
い
ふ
取
引
關
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於
存
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H
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ふ。
' 

,

.

.

.

. 

ン

- 

.

.

.

.

.
^
-

レ
ヴ
ァ
ル
に
帝
い
て

r

 

a

'-p
が
特
に
多
べ
形
成
さ
れ
舍.と

は

に

，事

地

域
^
灸
け
る
こ
の
會
霞
態
0 .
意
義
大
な
り
し
こ

I

暗

示

劣

ゐ

る

。「

然

ゼ

ヴ

夂

翁

は

、
，亦
^

い
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膨
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ル
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い
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れ
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海
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域
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命

業
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結

成

さ

れ

て

ゐ

然

し
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.れ
等
は
和
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の
畲
社
形
態
を
移
植
し
た
も
の
で
ぁ
っ
て
、
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如
き
ハ
ン
ザ
獨
特
の
あ
で
は
な
か
づ
た
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で
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る
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引
數
量
乃
至
；
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額
の
點
が
ら
見
て
富
要
な
の
は
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大.會
社
で
は
な
く
し
て>
中
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小
會
社
で
奉
つ
た
管
で
ぁ
る
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マ
こ
の
後
激
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ょ
る
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引
關
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織
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右
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^
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摘
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さ
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摘
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